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１．孫さんキャンプについて

（１）はじめに
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孫さんキャンプは2001年地域の人たちのアイデアから生まれた、子どもたちの休暇中に行う滞在型自然・生活体験活動である。会場となる大杉谷地域では過疎化が進行し、高齢化率は５０％を超えている。都会へ移住した人々が多くなったことが過疎化の主な原因である。孫さんキャンプの最初のアイデアは大杉谷地域にルーツをもつ人々の孫の世代に、大杉谷という素晴らしい誇れる故郷があることを教えてあげたいという気持ちから生まれた。やがて、大杉谷地区にゆかりの人々だけではなく、都会に住む多くの人々が故郷“田舎”から切り離されている現状をふまえ、「都会で過ごす子どもたちが、故郷のおじいちゃん、おばあちゃんのところで過ごすような休日を体験する機会を提供する」という孫さんキャンプのコンセプトが出来上がった。

孫さんキャンプでは高齢者が多い地域で、今しかできない地域教育力を生かし、これからの世代を担う子どもたちに生活、自然、伝統など地域特有の様々な体験をしてもらうため特に地域の方と触れ合える民泊形式の宿泊を行っている。田舎で長年生活してきた地域の方々は、自然とともに生きる知恵や技術を持ち、また、昔の日本人が持っていた自然観や道徳観など人生に対するきちんとした姿勢を持つ。そんな人々の中で、忙しい都会で育つ子どもたちに、何かしら一歩立ち止まって考える時間を持つ機会を提供している。また、過疎地に今も住む人々がその体験が次の世代を育てるために必要な教育力となりうるということに気づいてもらえる場でもあるのである。

（２）ねらい

●自然の中で遊ぶ楽しさを思う存分体験し、自然の中から生きる力を育てる。

●伝統文化や民泊先での体験を通して、先人の知恵を知ること、そして多くの体験をしてきた人々とコミュニケーションをとることの大切さやおもしろさに気づく。

●自然の変化に気づき、人間が生態系に影響を与えつづけていることを学び、自然を愛し守ることの重要性を感じる。

（３）これまでの実施

	実施月
	期間
	参加
	募集
	おもな内容
	宿泊場所

	2001年8月9-11日
	2泊3日
	9名
	20名
	川遊び
	大杉谷自然学校

	2001年12月25-27日
	2泊3日
	13名
	20名
	林業体験
	民泊

	2002年2月23-24日
	1泊2日
	14名
	15名
	大杉谷探検
	空き民家

	2002年3月27-29日
	2泊3日
	27名
	20名
	釣り体験
	民泊

	2002年7月27-28日
	1泊2日
	10名
	20名
	川遊び
	テント

	2002年7月31―3日
	3泊4日
	13名
	20名
	川遊び
	民泊


（４）結果

　孫さんキャンプも実施7回目を迎え、定番プログラムとして地域にも、参加者にも定着してきた。参加者の中にはリピーターが7割を占め、他ではなかなかできない民泊、大杉谷地域の特色を生かした独創的企画内容が受け入れられている。

地域での協力者数はのべ２00人あまりに達した。地元の様々なことを紹介してくれる講師、民泊受け入れ先、食研究グループの方など多くの方の協力により成り立つ事業となっている。協力していただいた地域の方には大変喜ばれている。また講師の方にも趣旨等理解していただき、最近では企画を提案いただくこともあるほどである。地域での興味関心も高まってきているようである。

運営面では普通の民家に泊りこむということもあり、受け入れ側の負担が当初たくさんあった。寝具、入浴、食事など年配の方の受け入れ先が増えるよう、多くのことを改善改良しながら、地域の人が協力しやすい体制を整えているところである。

	２．「孫さんキャンプ～幻のサバ鮎の謎～」実施報告


（１）テーマ
幻のサバ鮎の謎

（２）ねらい

●川で遊ぶ楽しさを思う存分体験し、自然の中から生きる力を育てる。

●伝統漁法や民泊先での体験を通して、先人の知恵を知ること、そして多くの体験をしてきた人々とコミュニケーションをとることの大切さやおもしろさに気づく。

●川が人間の影響により変化したことに気づき、人間が生態系に影響を与えつづけていることを学び、自然を愛し守ることの重要性を感じる。

（３）概要

ここ数年、宮川のアユは矮小化していることが問題になっている。50年前にはたくさんとれたと“サバの大きさのアユ（＝サバ鮎）”も今はまったくお目にかかれない。「幻のサバ鮎」が何故いなくなったのかという謎を解くため子どもたちは地域の人々に聞きとり調査をし、また、鮎をよく知るため地域の人の指導で、伝統漁法“しゃくり”と夜行われる“夜づけ”に挑戦した。

今も日本一の清流を誇る宮川であるが、ダムの建設や支流の森林の荒廃、護岸工事などにより昔の本当に美しかった宮川はもうない。人間が生態系に影響を与えたことによって起こった、アユという魚への変化を学び、また地域の人が宮川を愛する気持ちについて考えた。

（３）日程

2002年9月14日（土）～16日（祝）
2泊3日

（４）場所

三重県多気郡宮川村大杉谷地区

※宮川からすき谷、民泊先５軒、大杉谷自然学校、久豆区

（５）参加者
17名※小学校3年生～小学校6年生

（６）スタッフ　　　　
ディレクター：大西かおり
マネージメント：池田直代・森　正裕



リーダー：矢口直生・又野敦士・水谷　央・保田和俊・白川一未

（７）地域協力
講師：東　鶴雄さん、細渕　清さん

民泊受け入れ：大西三千秋さん、

ボランティア：大西三千秋さん、野呂三八九さん、谷口忠夫さん

他久豆、大杉地区の皆さん

食事提供：せせらぎ会

（８）主催　　　　　　大杉谷自然学校

（９）スケジュール

	時間
	内容
	場所

	9月1４日（土）　1日目

	13:30-14:00
	オリエンテーション・アイスブレーキング
	大杉谷自然学校

	14:00-14:30
	●サバ鮎の謎への導入
	

	14:30-16:30
	●サバ鮎や昔の宮川についての聞取り調査
	久豆地区

	16:30-18:00
	休憩、ドラム缶風呂入浴
	大杉谷自然学校

	18:00-19:30
	夕食・民泊先との交流会
	

	19:30-翌朝
	●民泊先で交流・鮎についての情報収集
	各民泊先


	時間
	内容
	場所

	9月15日（日）　2日目

	7:30-
	民泊先出発
	各民泊先

	8:00-9:00
	朝食
	大杉谷自然学校

	9:00-12:00
	●伝統漁しゃくり体験
	宮川

	12:00-13:30
	昼食、休憩
	

	13:30-16:30
	●伝統漁夜付け体験
	

	16:30-翌朝
	民泊先で交流
	各民泊先

	9月16日（月）　3日目

	6:30-
	民泊先出発
	各民泊先

	7:00-8:30
	●伝統漁夜付け体験の結果観察
	宮川

	8:30-9:30
	朝食
	大杉谷自然学校

	9:30-12:00
	●伝統漁具作りから学ぶ先人の知恵クラフト
	

	12:00-13:00
	昼食
	

	13:00-13:30
	●ふり返り
	


(10)内容

	1日目


孫さんキャンプ～幻のサバ鮎の謎～についての導入

鮎を知らない子どもがほとんどの中、この鮎がテーマのキャンプが開始。まず、子どもたちに鮎の絵を描いてもらい、イメージの鮎を表現してもらった。正確に鮎
を見たことがある子は少なく、海の魚のような鮎がたくさんいた。その後、現在の放流された鮎を見せてから、標本になっているサバ鮎を見せた。子どもたちはその大きさに驚いていた。続いて、サバ鮎が泳いでいた頃の宮川の生態系についてのクイズを行い、昔は向こう岸が見えないほどたくさん鮎がいたことや大きかった鮎が何故いなくなってしまったのかという“サバ鮎の謎”について子どもたちに問いかけをした。

久豆地区に出かけて聞きとり調査

「サバ鮎の謎をとく」ということで５グループにわかれて出発。「昔と今の鮎の違い」、「昔はいたが今はいなくなった魚」、「鮎をとる方法」について地元の方からお話を聞き、ポラロイドカメラで記録をとった。

古い漁具や実際に使っている漁具などを見せてもらい、実演などをしてもらった。地元の方は突然の子どもの訪問にも笑顔で、特に宮川の素晴らしさや反面、ダムができて変ってしまった宮川の残念さなどを語った。

夕食民泊交流会と民泊先での交流

夕食歓迎会には民泊受け入れ先の方をご招待し、自己紹介を行った。その後、３－４人に大人スタッフ1名で５つの民泊先にわかれた。初めての民泊先で、古い家の見知らぬものに囲まれ子どもたちも最初は緊張の面持ち。でも、民泊先の方のやさしい言葉や様々な歓迎に、すぐにすっかりくつろぎの様子になった。宿題の川で遊んだ思い出や鮎がたくさんいたことの川の様子をさらに聞きとり調査した。中には2時間くらいお話を聞いていたグループもあり、皆熱心に聞き入っていた。また、明日の伝統漁法で使う予定のミミズを民泊先の方に手伝ってもらい集めた。

	２日目


伝統漁法しゃくり体験

　昨日から色々な話を聞いて期待がいっぱいの伝統漁法に挑戦。宮川のからすき谷で講師の東　鶴雄さんと細渕　清さんから漁法についてお話を聞いた。東さんが子どもの頃からもう50年も親しんでいる“しゃくり”漁について説明を受け、道具の使い方を練習した。しゃくり漁は100年以上続く、鮎をひっかけてとる漁法である。今回は網で囲い、あらかじめ鮎を放流してしゃくりやすくしておいて子どもたちが挑戦した。ほとんどの子どもがしゃくりに成功した。「しゃくりは難しい。」「鮎が早い。」「こんな針でひっかけられたのにはびっくりした。」など色々な感想が出ていた。とった鮎は自分たちで下ごしらえし、焼いて昼のおかずにした。

木造船に乗る・泳ぐ

　昼休みには木造船を出してもらい、漁で使われている、船に乗った。子どもたちは初めての木造船の体験に歓声を上げていた。川の水はかなり冷たいにもかかわらず、その美しさに我慢できない子どもたちが川に入って泳ぎはじめる一幕も。

伝統漁法夜付け体験

　午後からはもうひとつの伝統漁法“夜付け”を習った。昨日宿題でとってきたミミズを餌に雑魚をとり、それを針につけて夜通し川に沈めておく漁法である。子どもたちは釣りに挑戦し、ミミズを餌に30匹ほどの魚を釣った。中にはイシガメをつる子もいて、川の生物に驚いていた。

　夜付けの手伝いには騒ぎを聞きつけた地元の釣り名人の方々も集まり、複雑な夜付けの仕掛けの作り方を親切に教えてくれた。うなぎ用の太い針を縒った糸につけその針を３つ重ねてさらに縒るという非常に難しいものであったが、全員無事に作ることができた。針の先に釣った魚をつけ、川に沈めて明日を待つことに。

民泊先での交流

民泊先では地元の食研究グループの作ったお弁当を民泊の方と一緒に食べた。その他にも民泊先ごとで様々な食べ物を用意してくれていた。子どもたちは色々な歓迎ぶりに驚いていた様子。さらに、夜は宮川や漁法にこだわらず様々なお話や道具を見せてもらうグループもあった。

	３日目


夜付けの結果は？

あいにくの小雨。早起きして、夜付けの結果を見に行くとすでに細渕さんがもぐって仕掛けを引き上げている最中だった。ひとつ、ひとつあがってくるが餌がかじられたり、とられたりしているものの、獲物（ウナギ）がついていたものは一つもなし。残念。

伝統漁具作成技術を生かしたクラフト

朝ご飯の後は伝統漁具しゃくり竿を作る技術を応用した、竹細工クラフト。火を加えるとグニャッと竹が曲がることに驚きの声があがった。曲げた竹にこれも竹で作ったトンボがついて出来上がり。竹を曲げる技術を発見した昔の人の知恵に感心することしきりだった。

ふり返り

　昼食の後、今回の孫さんキャンプについてみんなの感想を聞きあった。民泊先、講師の方、地元の方のやさしさ、体験したり、見たものの珍しさ面白さが印象に残ったようだった。

 (１１) 反省点と今後の改善点

1． 孫さんキャンプへの理解の促進
　孫さんキャンプはこれで7回目であるが、参加者数はいつも定員を割り込んでいる。これは、孫さんキャンプへの理解がまだまだ進んでいないためではないかと考えられる。多くの人に参加してもらえるよう、企画の意図を社会にアピールしたいと考えている。

2． 民泊先負担の減少
　事前に日常と同じ対応を民泊先にお願いしていたにもかかわらず、たくさんの料理やおみやげを用意してくれたところがあった。子どもたちは非常に喜んでいたが、少ない謝礼以上のもてなしであり民泊先の負担が大きいのではないかと考えられる。あまりお世話をおかけすると年何度もお願いすることは難しくなる。これまで入浴方法、貸し布団の供給、食事の手配など様々なことで民泊先のお手間を軽減してきたが、民泊先の方の好意をどこまで調整するのかが今後の課題である。

3． 地域の方々への波及効果
　民泊、講師の方を募集する場合は、回覧で募集をかけているが、これまで自主的協力は少ない。協力的な人はいつも同じ方なので、まだまだ、歩いて民泊先等を探している状況である。こちらからお願いして断られることは少ないので、地域の方が参加したいとどんどん言ってくれる体制を整えていきたいと考えている。

（１２）孫さんキャンプの効果について

1． 自然の中で遊ぶ楽しさを知る
今回は川が主な活動場所であった。水温が低かったため泳ぐことを想定していなかったが、たくさんの子どもたちが泳ぎたいと希望したため、川遊びの時間を設けた。通常、地元の子どもたちでも8月後半以降は泳がないが、都会の子どもたちには美しい川が非常に魅力的で我慢できなかったものであろう。我慢できないほど遊びたいという強い意識は重要であり、人をひきつける自然の魅力は計り知れないと感じた。

2． 地域の人とコミュニケーションをとる
　1日目は久豆地区の中に出かけ、聞きとり調査を行った。久豆地区の方々は、子どもたちが聞きとり調査にくるということは事前に知らされていなかった。通常、回覧等で連絡を入れるが、時間の都合上、今回はまったくお知らせしなかった。以前何度か、子どもたちがインタビューに出かけるプログラムを行ったことがあるが、多くの住民の方は子どもにいろいろ聞かれるのははじめての体験だった。にもかかわらず、子どもたちの質問にはいろいろ熱心に答えてくれていた。中には倉庫からいろいろ出してきて、実演までしてくれた方もいた。子どもたちははじめての方にインタビューをすることに戸惑いはあったようだったが、興味のある内容については引き込まれるようにどんどん質問し、30分も話すグループもあった。子どもたちは都会とは違う町並み、庭、言葉様々なことに刺激を受け、知らない方の家でお話を聞くことがおもしろいと感じたようである。

3． 地域の教育力を生かす
　今回、民泊受け入れ先として5家族、講師として2名、ボランティアとして３名、地域で聞きとり調査に協力して下さった方10名が関わってくれた。また、食事は地域の食研究グループの会の方10名ほどで作っていただいた。そのほかにも移動で使用したバスの運転手の方など地域での協力者は40名にもなった。孫さんキャンプはこれまで7回を重ね、この地域の定番プログラムとして定着しつつある。最初はどんなものかわからず、周りで見ていた方々も最近はいろいろ協力してくれるようになってきた。これは子どもと関わること自体が「おもしろい」ということと、伝えることが子どもたちのために「重要なこと」であるということを意識されるようになってきたからではないかと考えられる。今回も協力者の皆さんの平均年齢はだいたい60～６５歳であり、この地区の人々は年々高齢化していく。今だから伝えられること、今だから伝えられる人に多くのことを残していただきたいという気持ちが少しずつ通じているような気がする。

4． 民泊する
　子どもたちは３～４人の班に大人のリーダースタッフ１名がつく体制で民泊を行った。受け入れ先は普通の民家で、まさに“孫”を受け入れるような感覚でいてくれ、様々なお菓子や料理で歓迎してくれるところばかりであった。子どもたちは歓迎されているということを喜び、また、“ご厄介になる”という感覚か、はしゃぐ反面、少し気を使っていた。受け入れ先の方のことを思いやり、夜は静かにしようとするなど気を使う場面もあった。多くは築数十年以上の民家である。雰囲気から何から普段の生活とはかけ離れたところで過ごした２泊３日は、多くの大人が田舎の親戚の家で過ごした体験を今でも思い出すのと同じく、子どもたちの心に深く残るものとなるだろう。

5． 地域を愛する気持ちを知る
　地域の人が宮川を愛する気持ちを伝える場を設定し、子どもたちに地域を愛する気持ちに触れてもらう場を設定した。今、子どもたちが見ている宮川は美しいが、ダムができて以来元の宮川とはもう違う。今回は鮎というものを取り上げて、宮川に関する問題について考えてもらう機会を設定した。地域の方々からは口々にダムができる以前の本物の清流宮川の話を聞くことができた。ただ、子どもたちにとっては今の宮川がとてもきれいだったというのが感想で、さらに美しく生態系が保たれていた宮川があったということは想像できない部分だったようである。

6． 伝統漁法を保存する
　宮川には様々な伝統漁法があったが、川漁師がいなくなり、鮎が少なくなり、また、道具がプラスチック製品に置き換えられ、その技術は廃れていっている。今回の孫さんキャンプではしゃくり道具に使う木製箱めがね（水眼）を作成した。また、年配の方の夜付け仕掛け方法を記録した。この地区の多くの人が忘れてしまったことを今回の孫さんキャンプでは復活させた。子どもたちに昔の人の知恵や技術を伝えるだけでなく、その技術を残すことにも貢献することができた。

	３．添付資料


· 配布資料

「鮎の秘密をさぐれ！聞きとり調査」


「民泊受け入れの皆さんへ」

· アンケート結果

· 進行表（運営マニュアル）

· 伊勢新聞記事

























